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房
ふさ 房の白きは、大白法の意。

百八の珠数は、衆生の百八の煩悩、御本尊様に向かって

唱題することで、菩提に変えていく意味がある。

百八つと小さい珠が4つ（四菩薩）
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父珠と母珠の間には百八個の円珠がある。（蓮華）
母珠（妙）父珠（法）捻る所（経）四菩薩（常楽我浄）
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